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1. 最近，和服の場合，数 本の細紐の代りに特別に考

案 されたベルトや，改 良された帯 を用い る新装姿なる着

付け が工夫 され，ま た洋装の場合に も旧来の コル セット

に代 り, 材質及び縫製の異なるガードルが用い られるよ

うになってきた。

私共は ，こ れら新 装姿に よる和服着装時及び ガードル

（ノヽ－ド型・ ソフト型 ）， オールイ ンワン着装時 の衣服

圧 が胸 腹部臓器 に与 える影響 をＸ線 学的 に観察を行なっ

た。

2. 被験者は,  18～48歳の成人女子20名で，この中の

５名は，殆んど和服で過す者 ，10名は殆んど和服を着 た

経験 の無い者 ，残 りの５名はこれ らの中間であった。

Ｘ線撮影は空腹時に，それぞれの被験衣服着装時 と非

着 装時につい て， 胸部 及び 腹部 の直接撮 影を行ない結果

を比較した。

3.     X線 像から観 察された胸 腹部臓 器に対 する衣 服圧

の影響は，横隔膜が押し 上げ られ，これに伴 う胸廓容積

の減少 と，心臓の右傾度の増大であ り，腹部では，胃の

噴 門から胃体部にかけて横経が狭 められ，胃底部の下降

がみら れ，幽門部から十二指腸移行部の屈曲部が圧迫さ

れ ることであ る。 旧来 の和服着装時に最 も著明 に発現す

るが，新装姿 ではこ の影響 が極 めて少な くなっている。

ガードルでは, ノ－ ド型 よりもソフト型 の影 響 が 少 な

く，オールインワンはこれらの中間であっ た。

また被験者中，和服常用者5 名中4 名に，高度の胃下

垂 が観察された。


